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１．本報告の目的１．本報告の目的

・ トキの野生化に向けた社会経済的条件の解明

⇒中間的な分析と論点の整理



具体的には？具体的には？ （図（図11を参照）を参照）

地域住民の意識構造への第一次的接近として

⇒農家のトキ受容意識の要因分析

関係機関等に対するヒアリング調査結果をもとに

⇒トキの野生化を検討するうえで重要となる社会経済
的側面の論点を提示



トキとの関係

農業

農村環境 観光業

社会経済的側面

論点提示

・トキの受容意識の要因分析

・関係機関等に対するヒアリング調査

図1 分析の枠組み



２．農家のトキ受容意識の要因分析２．農家のトキ受容意識の要因分析

1）データ

「トキの野生復帰に関する農家アンケート」
実施機関 ： 佐渡地域振興局 農林水産部

（2003年1月20日～2月10日実施、配布数1,000、回答数703）

２）分析の方法

・ 数量化Ⅱ類分析とクロス集計

⇒農家のトキ受容意識の規定要因を解明



33））分析結果分析結果
○トキ野生化を支持する意識を規定するもの

（表1を参照）

「回答者の属性」
・ 耕作面積が小さい方が高い
・ 若年層の方が高い
・ 男性よりも女性が高い

「トキへの関心」
・ トキを見た経験がある方が高い

（とくに野生のトキを見た経験）
・ 野生化計画を認知している方が高い

「地域性」
・ 地域間の差が大きい



変数名 ｶﾃｺﾞﾘ ｽｺｱ 格差 変数名 ｶﾃｺﾞﾘ ｽｺｱ 格差

1.両津市 0.114 1.センター
で見た

0.032

2.相川町 -0.109 2.野生のト
キを見た

0.276

3.佐和田町 0.284 3.ない -0.565
4.金井町 -0.413 4.無回答 -0.406
5.新穂村 0.394 1.あり 0.335
6.畑野町 -0.454 2.なし -0.909
7.真野町 -0.029 3.無回答 -0.863
8.小木町 0.232
9.羽茂町 0.801
10.赤泊村 -0.602
1.山間部 -0.128
2.平場部 0.105
3.無回答 0.147
1.1ha未満 0.381
2.1～1.5ha -0.016
3.1.5ha以上 -0.44
4.無回答 -0.718
1.30歳以下 0.983
2.31～59歳 0.248
3.60歳以上 -0.195
4.無回答 -0.403
1.男 -0.001
2.女 0.436
3.無回答 -0.918

7.トキの野
生復帰計画
の認識

1.244

判別率63.30%

5.性別 0.437

6.トキを見
た経験

0.841

3.耕作面積 0.821

4.年齢 1.178

1.市町村 1.255

2.耕作場所 0.233

表表11 農家のトキ受容意識の数量化農家のトキ受容意識の数量化ⅡⅡ類分析類分析

注）判別はトキ野生化計画に「賛成」「反対・
わからない」で行った。



政策的含意政策的含意

・ 「回答者の属性」、「地域性」による意識の違い

⇒環境保全型農法導入の支援

・ 「トキへの関心」による意識の違い

⇒計画過程への住民参加、トキおよび野生化計
画への認知度を高める必要



○トキ野生化時における懸念事項○トキ野生化時における懸念事項
（図（図22を参照）を参照）

野生化の賛成者と反対者との間で大きな差はない

⇒反対者の懸念が賛成者よりも強い項目

「トキに気を使わなければならない」

「苗が踏まれる」

「田んぼが乾かせない」

⇒反対者の懸念が賛成者よりも弱い項目

「除草剤が撒けない」
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図2 トキ受容意識と野生化時の懸念事項
（トキ野生化計画に賛成・反対別のクロス集計結果）



3.3.ヒアリング調査内容ヒアリング調査内容

1） 調査日時

平成１５年９月９日～１１日

2） 調査者

９名（教員６名、学生３名）

人文学部 佐藤

経済学部 藤堂 他学生２名

農学部 木南 伊藤亮 荒谷 青柳 他学生1名



3） 調査訪問先（６箇所）
①ＪＡ佐渡

対象者： 菊地 氏 （センター長・トキ問題担当者）、末武浩二 氏 （販売課長）

・佐渡農協における環境保全型農業への支援事業
・トキ問題への対応状況

②小佐渡ハウス
対象者： 佐々木邦基 氏 （農家・トキの野生復帰を目指す農業者の会 会長）

・環境保全型農業に取り組むグループの取組状況

③県 佐渡地域振興局 農業農村整備課
対象者： 伊藤達雄 氏 （課長）、今田英司 氏 （参事）

・小佐渡地域を中心とした圃場整備事業の進展状況
・環境保全に配慮した農業・農村整備の展開状況



④川上さん宅
対象者： 川上龍一 氏 （農家）

・有機栽培に取り組む農家の現状

⑤新潟県 相川合同庁舎「佐渡観光協会」
対象者： 坂下善英 氏 （事務局長）

・佐渡観光産業の現状と課題
・トキ問題と観光業、都市・農村交流の連関

⑥新穂村役場
対象者： 末武正義 氏 （産業課長（兼）新穂村農業委員会事務局長）

・新穂村産業振興の現状
・農業振興、商工観光振興、生活振興など
・トキ問題についての住民意識の把握状況および
施策的課題



44．中間的とりまとめと今後の方向．中間的とりまとめと今後の方向

１）全体に共通する認識
①地域経済全体の活力が低下している状況を前

提にしなければならない

②「総論としての方向性」と「各論としての実践性」
との間に距離がある

③農家以外の人々と地域環境資源との関わりが
深くなっている



④全国的に、地域環境資源の保全は生活を通じて
関係を持っている地域住民が主体となっている

⑤問題に関わる人々の間には、農家・非農家を問
わず、多様な価値観・利害関係が存在する

⑥人々の具体的な行動につながる欲求と、それを
促進するインセンティブにも多様なものがある



２）農業との関係２）農業との関係

・環境保全型農業の導入
（トキと共存するための一つの方向性）

↓実現に必要なもの

・技術的問題の解決

・インセンティブの付与

・体制作り

・農法論
・マーケティング論

研究との連携



３）農村環境との関係３）農村環境との関係
①環境調和型の土地改良事業の導入

⇔農業工学的研究との連携

②実践的な計画作りには、住民参加型の計画作成が有効
⇒地域住民のアイディアの抽出と地域の合意形成

（佐潟における事例）

③地域環境に対する住民の評価が行動に影響することを考慮する必要
（環境と開発）

⇒地域環境に影響する多様な価値観の存在
地域への定住意識に大きな影響を与える

（西蒲原における事例）

↓
・直接的な利害関係の克服

⇒住民間の役割分担関係の構築・新たな制度設計
・環境に対する意識の相違の克服

⇒計画への参加や学習による意識の収斂



４）他産業（とくに観光業）との関係４）他産業（とくに観光業）との関係

①トキ、環境保全型農業（農産物）とリンクする必要

⇒環境保全活動に参加する経済的なインセンティブ
を高める

②エコ・ツーリズムと従来型ツーリズムとの対比による
検討が必要

⇒エコ・ツーリズムは、経済効果の総額は大きくない
が、地域内波及効果は大きい

⇒従来型とは異なる事業展開を検討する必要



参考資料参考資料

社会環境分析チームの活動履歴

＜参照ホームページ＞
http://homepage3.nifty.com/lily_kimina
mi/page-d.htm



「現地調査写真（H.15. 9/9～9/11）」

佐渡振興局 農業農村整備課 農家 川上さん宅 小佐渡ハウス（佐々木さん）

新穂村役場 相川合同庁舎「佐渡環境協会」 川上さん宅前

参考資料1



計画案計画案（（44月月1212日時点での意見の集約）日時点での意見の集約）
（世話人：木南莉莉・伊藤亮司）（世話人：木南莉莉・伊藤亮司）

プロジェクト目標

・里山棚田の持続可能な維持管理システムを現
在の佐渡島にどのように再構築していくべき
か、その具体的手法を提案する

・放鳥時にそのモデルが稼働する状態にするこ
とを目標とする

・住民の環境に対する心理的なありかたの改善
策を提言する

参考資料2



Ａ：農山村社会状況調査チームＡ：農山村社会状況調査チーム

＜小佐渡地域の農山村における調査＞

・ 産業構造

・ 地域住民の環境意識とトキ問題に関する関心

・ ボランティア活動に対する意識

⇒住民の生活意識のなかに里山の存在を再構築していく
手段を探る

Ａ－１住民の意識構造とインセンティブの分析（木南莉莉）

Ａ－２住民参加型地域づくりの社会学的研究（佐藤康行）

Ａ－３中山間地域農業の構造分析（伊藤亮司）

ボランティアスタッフ 光井高明

参考資料3



Ｂ：伝統的里山・棚田管理手法調査チームＢ：伝統的里山・棚田管理手法調査チーム

＜文献調査・現場取材によって総覧＞

・里山・棚田の伝統的な維持管理システム

⇒地域づくりのなかに生かすべき手法や発想をピックアッ
プ

Ｂ－１伝統的里山・棚田管理手法崩壊のメカニズム（荒谷明日兒）

Ｂ－２伝統的里山・棚田管理の民俗学的分析（池田哲夫）

ボランティアスタッフ 十文字修

参考資料4



Ｃ：里山・棚田維持管理システム提言チームＣ：里山・棚田維持管理システム提言チーム

＜環境経済学的な視点から佐渡島の産業構造を解析＞

・国内外における環境の観光への生かし方

・環境の質の向上による地域のブランド化、プレミアム化の現状

・佐渡島での実現可能な手法についてスクリーニング

⇒今後の里山・棚田を維持管理していく具体的な手法をモデル化
し、地域行政に対し提言を行う

Ｃ－１環境保全型農業による高付加価値化（伊藤亮司）

Ｃ－２環境保全型農業に対する農協の支援方策（青柳斉）

Ｃ－３環境保全の経済的価値の評価（藤堂史明）

Ｃ－４住民参加型の環境保全計画策定（木南莉莉）

ボランティアスタッフ 加藤与志雄

参考資料5


